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２－１５ これまでに、諸外国等でプルサーマルを実施した実績が

あるとのことですが、現在はどうでしょうか。また、各国の再処理

工場は安全に動いているのでしょうか。 

 

プルサーマルは、１９６０年代から開始され、２００１年１２月

末までに、ベルギー、アメリカ、ドイツ、イタリア、オランダ、ス

ウェーデン、フランス、スイス、日本、インドの５５基の原子力発

電所で計３，５４３体のＭＯＸ燃料40集合体が装荷されました。現在

は、フランス、ドイツ、ベルギー、インドにおいて、ＭＯＸ燃料が

装荷されています。 

我が国においては、１９８６年から１９９１年にかけて、関西電

力（株）美浜発電所１号機、日本原子力発電（株）敦賀発電所１号

機でＭＯＸ燃料の実証試験を行った実績があります。さらに、新型

転換炉「ふげん」においても、７７２体のＭＯＸ燃料を利用した実

績があり、これは１つのプラントとしては世界最多の実績となって

います。 

再処理工場については、現在、フランス、イギリスにおいて、商

業用再処理工場が稼働しており、また既に廃止されているものの、

                                                   
40ＭＯＸ燃料（Mixed Oxide Fuel）：プルトニウムとウランを混ぜ合わせて作った燃料（ウ
ラン・プルトニウム混合酸化物燃料）のことを言います。 
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ベルギーでも商業用再処理工場が稼働していました。これまでに、

これらの国々において、６万トンを越える使用済燃料を再処理した

実績があります。我が国においても、１９７７年から、核燃料サイ

クル開発機構の東海再処理施設が稼働しており、これまでに、累計

約１，０００トンの使用済燃料の再処理を行っております。 

 

 

図２－１５－１ 諸外国におけるＭＯＸ装荷実績 

 

  

 

 




